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夏期伝道実習生を受け入れて 宇部緑橋教会　小畑	太作	牧師

教　会 日　程 実習神学生

宇部緑橋教会 7/28 ～ 8/5 平　尚紀 3年

男鹿教会・八郎潟教会 8/19 ～ 8/26 逢坂喜恵子 2年

奄美諸教会 8/9 ～ 8/15 北原和夫 2年

2012 年度　夏期伝道実習一覧

夏期伝道実習報告　

　神学校からの要請により夏期伝道実
習生を受け入れた。春期伝道実習生を
受け入れたばかりであったが、少しは
神学校の支えになればと願い、また何
よりも初めての伝道実習生となった春
期の際に、教会の方々が大変喜んでい
たこともあり、この度も快諾をした。
　当教会は、地元の長生炭鉱（ちょう
せいたんこう）で 1942 年に起きた水
没事故の課題を長らく担っている。戦
争の中、予測が付いていながら起きた
海底炭鉱の水没事故で 183 名が死亡
し、その内 137 名が朝鮮人であった。

朝鮮半島の遺族には事故のことは知ら
されることなく、戦後も、そして今もっ
て、一人の遺体も引き上げられること
なく海底地中に沈んでいる。行政は未
だに死者の名前すら把握していない。
過ちを繰り返さないために、隣人との
和解を果たすために、地元では 1991
年に「長生炭鉱の “ 水非常 ” を歴史に
刻む会」が立ち上げられ、当教会はそ
の事務局を担い、歴代牧師は事務局長
を務めている。今年は事故 70 年目で
ある。
　一方ここ宇部市は昨年より市政開

始 90 周年を覚え「炭鉱の街」を掲げ
ている。しかし長生炭鉱の犠牲者にも
遺族の悲しみにも向き合おうとはしな
い。同じことは、山口県においては米
軍岩国基地にも上関原発にも言える。
　私達には伝えなくてはならない「道」
がある。それは、全ての人が大切にさ
れる道である。
　実習生にはこの度も、私達の「伝道」
に触れて頂いた。そして実習生は、そ
れに誠実に向き合って下さった。この
実習が、神学校の学びに僅かながらで
も益となることを信じている。

3年　平	尚紀

　山口県にある宇部緑橋教会にて夏期
実習をさせていただきました。普段は
出身教会にて実習をさせていただいて
いる私にとっては、はじめての経験ば
かりでしたが、小畑太作牧師は、一つ
一つを丁寧に説明してくださり、安心
して過ごすことができました。感謝で
す。
　9日間小畑牧師に同行し、キリストの
手足となる働きを間近で見させていた
だきました。礼拝の準備、病床や家庭
への訪問などを通して、お一人お一人
を大切にされている姿勢を学びました。

平日にはキリスト教以外の活動にも礼
拝堂や集会室を提供されており、地域
に開かれた教会であり続ける歩みを知
ることができました。また、地域のさ
まざまな社会問題に積極的に関わって
おられる教会でもありました。
　ちょうど私が訪問した翌日が、山口
県知事選挙の日でしたので、原発問題
をめぐって日本中が注目した選挙でし
た。脱原発を訴える候補者とそれを濁
す候補者。しかし、そうした世間が注
目している問題にだけでなく、世間や
マスコミ、行政が目を向けない社会問

題が多くあることを知りました。小畑
牧師は「視座」というものを私に繰り
返し語ってくださいました。権力者の
「暴力」により苦しめられている立場の
弱い人々、声を出せずに傷つき苦しみ
続けている人々。弱い者のそばに立つ
キリストに倣い、そうした声に耳を傾
け、事実に目を向けることが必要であ
り、弱き者の視座に立つことが私たち
の使命だと強く感じました。
　今回学ばせていただいたことを土台
に、将来の働きを祈りつつ、学び続け
ていきたいと思います。
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　第46回卒業生研修会は「キリシタンの
歴史に学ぶ」というテーマで8月27日（月）
～ 29日（水）に長崎にて64名の参加者
を得て開催されました。一日目の主題講演
の講師にはアルゼンチン出身で日本キリシ
タン史に詳しいデ・ルカ・レンゾ神父（日
本二十六聖人記念館館長）が、どうして急
速な信者獲得に成功し、隠れキリシタンと
して250年間信仰を守り続けたかについ
て講演しました。それによると、①1580
年に安土と有馬にセミナリオ（小神学校）
ができると、生徒たちは学びながら自分た

ちも年少者の教育者になった、②セミナリ
オでは印刷機によって翻訳、印刷、出版が
行われ、日本語とラテン語のバイリンガル
教育が実現した、③神父の代わりになる看
坊（かんぼう）が教理を教え、幼児洗礼、
病人看護、死者の埋葬をした、④「組」を
組織し、それに加入するためには人身売買、
泥酔などをしない誓約をしたので、行いを
伴った信仰が継承された～などと指摘。夕
食をはさんでレンゾ神父との有意義な質疑
応答の時間を持ちました。
　二日目は日本二十六聖人記念館、大浦天

主堂、浦上天主堂、原爆資料館、遠藤周作
記念館、ド・ロ神父記念館、出津教会など
をバスで回り、夕食後に同窓会総会、神学
校アワーを済ませました。三日目は五島列
島に行く38名と、長崎を観光する26名
に分かれました。五島には長崎から福江に
渡り、キリシタン資料館になっている堂崎
教会をはじめ水ノ浦教会、井持教会を見学
し、岐宿牢屋の跡で弾圧の歴史を学びまし
た。ただ、四日目は台風のために予定して
いた見学ができませんでしたが、恵まれた
学びのときとなりました。（文責・高橋克樹）

卒業生研修会　2012 年 8月 27 日～ 29 日、於・長崎
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決算報告
2011 年度　会計収支報告書
学校法人聖経学園　日本聖書神学校 2012 年 3月 31日

( 単位：千円）

科　　　目 学校会計 収益会計

収

　

入

　学生納付金、学生寮収入 12,949
　後援会寄付金 11,700
　新図書館・新礼拝堂建築献金 2,327
　その他一般寄付金 19,715
　教団交付金 1,035
　収益事業寄付 ( 収益会計からの寄付金） 90,000
　収益事業収入 204,377
　収益事業会計からの返済 17,000
　雑収入 3,347 2,373

計 158,073 206,750

支

　

出

　

　教員・職員人件費 61,620 35,638
　教育研究費支出 21,436 7,083
　管理経費支出 40,489 31,988
　学校会計への返済金 17,000
　施設備品支出 7,115 441
　収益事業寄付金（学校会計への寄付金） 90,000
　建物関連支出費 0
　借入金返済支出 27,406
　学校債返済支出 9,400
　法人税等 23,892
　現預金への入金 △ 9,393 708

計 158,073 206,750

～ オ ー プ ン キ ャ ン パ ス へ お い で く だ さ い ～
10 月 23 日（火）18:00 ～
礼拝：「祈りと黙想－テゼの歌と共に－」

公開講義：「フィリピン・シリマン大学神学部との交流 20 年」笠原義久教授

礼拝の後に、食事会・公開講義を予定しています。喫茶コーナーや学生寮見学ツアー、図書館見

学ツアー、入学相談会なども行いますので、神学校への受験をお考えの方はぜひおいでください。

　2011 年度の学校法人聖経学園日本
聖書神学校の会計収支報告をします。
学校会計では後援会からの寄付金が
1170 万円に加え、その他一般寄付金
1971 万円を加えると、約 3140 万円
の尊い献金が本校を支えていることが
わかります。収益会計からの寄付金は
9000 万円で、この不動産賃貸業など
の収益事業収入が神学校の経済的支柱
となっています。
　神学生が納める授業料収入は 500
万円程度で、神学校の学校会計に占め
る学費の割合は 3％程度となっていま
す。これは神学生の在籍者数が少ない
こともありますが、収益事業収入に加
えて、多くの方々の祈りと善意である
寄付金・献金によって支えられている
ことは本当に感謝です。
　一方、収益会計は不動産賃貸や結婚
式などの収益事業収入が 2億 437 万
円あり、これが本校を経済的に大きく
支えています。収益事業収入は年度に
よって若干の変動はありますが、年間
2000 万円ほどの剰余金を生み出して
おり、さらに 2013 年度からはリース
の年間支払が大幅に減額されるので、
それを学校債の返済に充てることにな
ります。

コール宣教師ご夫妻からの寄付金の報告　
　本校の理事を務めたこともあるジェ
イバン・Ｒ・コール宣教師とニーヴァ・
Ｊ・コール宣教師ご夫妻の遺志に基づ
いて、日本聖書神学校に 664 万円の
寄付がありました。お二人は 1955 年
に来日され、奥羽教区、神奈川教区、
東京教区で 40 年間にわたって宣教師
として活動されました。
　1973 年以降は東京教区の南支区に
属しておられ、田園調布教会の協力教
師としての働きや田園江田教会の開拓
伝道に尽力され、日本聖書神学校とは

深いかかわりがあった宣教師ご夫妻で
す。ジェイバン・Ｒ・コール宣教師は
米国の福音教会の出身で、ご両親とも
福音教会の牧師でした。1968 年に米
国で福音教会とメソジスト教会が合同
して合同メソジスト教会になったあと
は、メソジスト教会派遣の宣教師とし
て活動されてきました。
　すでに天に召されたコール宣教師ご
夫妻の遺志を大切にし、今後、どのよ
うに用いるかについて検討していきま
す。
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ＪＢＴＳの牧師たち ⑨ 西東京支部
  西東京支部　河村 博（25期）

　神学校同窓会名簿で確認できる西東京
支部の教師は 54 名の方々です。皆様に
近況報告を往復葉書でお願いをしました
ら、38名の方々からご返事をいただきま
した。なかには隠退教師の方々からも多
く近況を書いて下さいました。皆様第一
線を引きながらもそれぞれの場で活躍さ
れていることを知り大変に励まされまし
た。その全てをご紹介できませんが、こ
うした方々によって今の日本聖書神学校
があることを改めて知らされました。
　隠退教師の方々は下記の通りです ( 敬
称略 )。―4期：植田菊野（旧姓天津）、4期：
篠原　信、7期：山中達郎、8期：池田貞子、
11期：安西貞子、11期：塚田庸子、12期：
大澤　務、13 期：乙幡和雄、13 期：中
村周行、14 期：淵江千代子、15 期：吉
田　進、16 期：後藤	擧治、17 期：小島
武比古、17 期：杉本　茂、18 期：荻野
光代、18 期：弓田覺造、19 期：中村徳
枝、20期：佐古純一郎、20期：吉川文子、
23 期：小原　正、23 期：湯浅初江、24
期：山口雅弘、26期：渡辺保英、38期：
宮木保彦。
　現在、西東京支部内の教会で牧会され
ている方々は下記の通りです ( 敬称略 )。
1.	 7 期：久山庫平 ( 河辺伝道所 )―南三
鷹教会に 55 年仕え、現在は日本聖
書神学校理事長の重責を担っておら
れます。健康が支えられていること
に感謝しているとのことです。

2.	 12 期：小栗善忠（原町田教会）
3.	 17 期：深澤　馨 ( ひばりが丘 )―10
年前に「教会 40年の歩み」を出版し、
9月には「その後の 10年の歩み」を
予定しています。

4.	 19 期：青戸宏史、青戸歌子 ( 小金井
西ノ台教会 )―卒業以来ご夫妻でいく
つかの教会に仕えて 46 年になりま
した。

5.	 19 期：内田　汎 ( 大宮前教会 )―創
立 76 年の歴史ある教会で、ヴォー
リズが設計した立派な会堂です。現
在、同窓会長としてもお働きくださっ
ています。

6.	 19 期：田村信征・20期：田村靖子（東
京復活教会）

7.	 25 期：河村	博 ( 調布教会 )―調布に
赴任して 22 年が過ぎました。長年
教会の課題であった会堂建築が来年
1月に竣工予定です。

8.	 26 期：深山	祐 ( 国分寺南教会 )―お
父様が開拓伝道で設立された教会を

受け継ぎ、お父様と同じ教誨師とし
ても働かれています。

9.	 29 期：神川栄三郎 ( 西東京栄光キリ
スト教会 )―6 月で 80 歳を迎えられ
ましたが、尚お元気で教会に仕えて
おられます。

10.	30 期：郷	義孝・郷	かしこ ( 八王子
栄光教会 )―八王子栄光教会に仕え、
10数年になりました。義孝牧師は日
本聖書神学校で 1990 年から組織神
学を教えておられます。

11.	32 期：古屋博規 ( 中野教会 )―中野
の地で 3年目。毎日、附属幼稚園の
子どもたちを迎えながら牧会に励ん
でおられます。

12.	43 期：今井栄一 ( 東大和教会 )―主
任牧師と共に宣教に励んでおられま
す。

13.	45 期：土橋敏良（桜美林学園	教務
教師）

14.	46 期：坂井賢治 ( 片倉教会 )―伝道
者としての生活が 19 年目になりま
した。来年は、教会創立 30 周年に
なりますのでその準備をされていま
す。

15.	47 期：星野憲二 ( 阿佐谷恵み伝道所 )
―2 年毎 1 冊の説教集を出すこと、
来年春頃、故郷台湾で農村伝道をす
ることを希望され、主イエスのみ旨
に従う歩みをしたいとのことです。

16.	52 期：柳下明子（武蔵野緑教会）
17.	55 期：山室眞平（和泉多摩川教会）
18.	56 期：丸山和則 ( 小金井教会 )―着
任後は、すぐに附属幼稚園の経営改

善と会堂改築プロジェクトを行い、
どちらもやっとひと段落ついたとの
ことです。5年目の本年からは「福
音の前進」のための働きをメインに
ご奉仕させていただきたいと祈って
おられます。

19.	57 期：吉岡喜人 ( 南三鷹教会 )―教
会立のフィッシャー幼稚園の園長を
兼務をされて、文字通り休む間のな
い生活を送っておられます。少しで
も主と向き合う時を増やし大切にし
たいとのことです。

20.	58 期：野口	敬 ( 五日市伝道所 )―卒
業後現在の伝道所に赴任して 7年に
なりました。現在、西東京教区の東
日本大震災ボランティア委員として
も働いておられます。

21.	59 期：陣内大蔵 ( 東美教会 )―かね
てより活動されているチャーチコン
サートを続けています。教会に支障
のない範囲で全国に出かけておられ
ます。もし企画があったら何時でも
声をかけてくださいとのことです。

22.	60 期：木村智次 ( 桜美林教会 )―当
教会は創立以来学園教会として歩み、
主任牧師は学園チャプレンが兼務し
てきましたが、時代が変わり、これ
からは教会が牧師を支え、より地域
に開かれた教会形成を目指して歩ん
でおられます。

23.	63 期：牧内寛助 ( 昭島教会 )―主任
牧師と共に伝道に励んでおられます。

24.	64 期：関　伸子（カンバーランド東
小金井教会）

西東京地域

※西東京支部同窓生のリストは同窓会名簿を参考に
作成しています。変更等がある場合は、恐れ入りま
すが本校までお知らせください。
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個 人 消 息

2012 年 4 月～ 9 月
学事報告

■ 小林 誠治 校長
•	4 月 2日	校長就任式、入学始業礼拝説教「召
された者の歩む道」
•	4 月 8日	大町教会礼拝説教
•	5 月 3日	メーヤー記念館落成式に出席
•	5 月 10 日	西村俊昭氏（元教授）の前夜祈祷
会に出席
•	5 月 13 日	的場恵美子牧師の四谷新生教会牧
師就任式に出席
•	5 月 19 日	JATE（日本神学教育連合会）総会
に出席（於・本校）
•	5 月 21 ～ 22日	同窓会中部支部会に出席
•	5 月 29 ～ 30日	東京教区総会に出席
•	6 月 3日	川名基伝道師（金町教会）の伝道
師就任式に出席
•	6 月 10 日	篠崎勲牧師・篠崎久美子牧師（岩
本教会）の牧師就任式に出席
•	6 月 17 日	古旗誠牧師（目白教会）の牧師就
任式に出席
•	6 月 18 ～ 20日	日本基督教団新任教師オリ
エンテーションに出席（於・天城山荘）
•	6 月 22 日	柳瀬仲司牧師の葬儀に出席
•	6 月 24 日	新井秀牧師（須賀川教会）の牧師
就任式に出席
•	6 月 25 日	同窓会東京支部会に出席
•	7 月 8日	笠間良牧師（市川教会）の牧師就
任式に出席
•	7 月 22 日	宮澤恵樹伝道師（横須賀上町教会）
の伝道師就任式に出席
•	7 月 23 日	神学生実習教会牧師と教授会との
懇談会に出席
•	8 月 14 ～ 15日	金井輝夫牧師の前夜式・葬
式に出席
•	その他　毎週主日に卒業生の教会に出席

■ 笠原 義久 教授 
•	1 月 27 日	齋藤篤宣教師（ケルン・ボン日本
語キリスト教会へ）の派遣式に出席
•	2 月 27 日	神学校卒業礼拝に出席
•	3 月 19 日	神学校教員懇談会に出席
•	4 月 23 日	教会教育リーダー養成講座「子ど
もに語る旧約聖書（2）」を担当
•	5 月 13 日	東京教区北支区四谷新生教会・的
場恵美子牧師就任式に出席

•	5 月 20 日	後援会主催創立記念日集会に出席
•	7 月	2 日	教会教育リーダー養成講座「子ど
もに語る新約聖書（1）」を担当

■ 郷 義孝 教授 
•	2 月 3日	川島貞雄元教授を囲む会出席　於
新松戸教会
•	3 月 25 日	常磐教会問安　於常磐教会
•	5 月 4日	中村征一郎牧師主催「メーヤー館
移築落成式」に出席　於千葉大網町
•	5 月 20 日	創立記念日集会公開講義担当（「日
本のキリスト教の土着化をめぐって」）
•	7 月 15 日	『聖書と神学』24号刊行　「キリ
スト教の土着化をめぐる一考察」寄稿
•	7 月 19 日	日本聖書神学校 70年史編纂委員
会出席　於 JBTS
•	7 月 30 日	故西村俊昭教授記念会説教奉仕　
於 JBTS 礼拝堂
•	8 月 12 日	勿来教会問安　於勿来教会
•	その他　八王子栄光教会牧師、青学大、日本
ホワイトヘッド・プロセス学会理事として奉
仕

■ 鈴木 脩平 教授／ 教務部長 
•	4 月 23 日	千葉支区総会に出席
•	4 月 30 日	公開シンポジウム「今日における
伝道者養成の課題をめぐって」（青山学院大
神学科同窓会主催）においてシンポジストと
して発題
•	5 月 3日	メーヤー宣教師記念館移築落成式
に出席、於・千葉大網
•	5 月 7日	本校教会教育リーダー養成講座「ヤ
コブ物語」を担当
•	5 月 14 日	日本宣教学会理事会に出席、於・
清泉女子大
•	5 月 23 日	ブックレット『宣教って何だ？―
―現代の課題と展望』（キリスト新聞社）に
共同執筆者として参加。
•	5 月 27 日	千葉南教会小林護主任教師就任式
に出席
•	5 月 29 日	東京教区総会に出席
•	6 月 6日	柏ＹＭＣＡ運営委員会に出席
•	6 月 10 日	美浜教会創立３０周年記念集会に
出席
•	6 月 24 日	青戸教会伝道礼拝説教を担当
•	6月25日	本校教会教育リーダー養成講座「供
食物語」を担当

■ 高橋 克樹 教授／総務部長
•	4 月 15 日	目白町教会の中村彰主任担任教師
就任式に出席
•	5 月 13 日	四谷新生教会の的場恵美子牧師就
任式に出席
•	5 月 19 日	ＪＡＴＥ総会に出席
•	6 月 10 日	稚内教会の森言一郎牧師の就任式
に出席（主日礼拝説教奉仕）
•	6 月 17 日	目白教会の古旗誠牧師の就任式に
出席、
•	6 月 24 日	下田教会の大宮克己伝道師就任式
に出席
•	7 月 8日	市川教会の笠間良牧師の就任式に
出席
•	7 月 22 日	新井教会の成田顕靖牧師の就任式
に出席
•	7 月 30 日	西村俊昭元教授の追悼礼拝の司式
担当
•	8 月 26 日	島原教会で特別伝道礼拝の奉仕
•	9 月 15 日	医療法人シロアム会（平山正実理
事長）の創立二十周年記念会に出席（銀座）

■ 古谷 正仁 教授 
•	5 月 13 日	四谷新生教会的場恵美子牧師就任
式出席
•	6 月 2日	横浜英和幼稚園花の日礼拝説教
•	6 月 7日	日本バプテスト同盟全国牧師配偶
者会にて講演
•	6 月 23 日	キリスト教学校同盟小学校教職員
協議会にて講演
•	7 月 17 日	同窓会神奈川支部会礼拝説教
•	7 月 22 日	横須賀上町教会宮澤恵樹伝道師就
任式出席
•	8 月 26 日	横浜上倉田教会小林美恵子伝道師
就任式司式
•	その他　蒔田教会牧師としての教務の他、神
奈川教区常置委員。宣教部委員長等。教授と
して学内諸行事、委員会等に関わる。

■ 柳下 明子 教授
•	5 月 20 日	創立記念集会出席
•	5 月 27 ～ 28日	西東京教区総会出席
•	6 月 12 日	神学校評議員会出席
•	7 月 15 日	献身志願者の集い出席
•	7 月 23 日	実習教会牧師との懇談会出席
•	8 月 27 日～ 30日	卒業生研修会出席
•	その他　『聖書と神学』24号「使徒伝承に見
るやもめー手を置くことの意味」執筆。

•	教授会（2012年度第1回）4月 4日
•	小林誠治校長就任式、出席者100名　4月 4
日
•	入学始業礼拝、説教「召された者の歩む道」
小林誠治校長、司式：郷義孝教授、新入生13
名（正科生3名、聴講生10名）、礼拝後新入
生歓迎会、出席者88名。4月 4日
•	前期授業開始　4月 5日
•	神学基礎講座（受講生28名）、教会教育リー
ダー養成講座（同19名）開始　4月 9日
•	学生自治会総会　4月 10日
•	学報（第139号）発行　4月 16日
•	教授会（第2回）5月 11日
•	日本神学教育連合会（ＪＡＴＥ）総会に小林
校長、高橋教授が出席、於・本校　5月 19日
•	創立記念日集会（66周年）、説教「苦難と忍耐」

朴貞蓮牧師（原町教会）、公開講義「なぜ１パー
セントの壁を越えられないのか――キリスト
教土着化への一提言」郷義孝教授、コンサー
ト・夕食会・神学生の証し、集会出席者105名、
夕食会出席者74名。5月 20日
•	ペンテコステ立証祈祷会　5月 22～ 24日
•	後援会役員会　5月 24日
•	理事会・評議員会（第187回）　6月 12日
•	教団新任教師オリエンテーションに小林校長
が出席、於・天城山荘　6月 18日～20日
•	教授会（第3回）6月 21日
•	第 1回「献身者の集い」、献身志願者19名、於・
本校　7月 15～ 16日
•	教授会（第4回）、卒業論文中間報告会、教授
会協議（教授会メンバー構成の件）7月 20日
•	実習教会牧師との懇談会、テーマ「伝道者を
育てる」、出席者：牧師 5名、本校関係者 6
名　7月 23日
•	故西村俊昭先生追悼礼拝、出席者 64名。卒

業生銘板完成記念式・除幕式　7月 30日
•	へブル語通信講座スクーリング　出席者 16
名　8月 7～ 8日
•	集中講義「キリスト教史特講Ⅰ」（久山道彦講
師）、受講者7名　7月 30～ 8月 1日
•	集中講義「精神医学特講」（高梨愛子講師）、
受講者3名　7月 25～ 27日
•	フィリピン研修旅行、参加者：学生4名、教
員1名、教務職員1名、計6名　8月 1日～
10日
•	卒業生研修会、テーマ「キリシタンの歴史
に学ぶ」、講師デ・ルカ・レンゾ神父（日本
二十六聖人記念館館長）、現地学習ツアー、参
加者64名、於・長崎　8月 27～　29日（オ
プションで8月 29～ 30日、五島列島訪問）
•	職員旅行（山口県津和野方面）、参加者9名　
9月 3～ 5日
•	集中講義「キリスト教史特講Ⅱ」（ティモシー・
マッケンジー講師）、受講者7名　9月 10～
12日


